
　
愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
は
、
２
０
２

０
年
度
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
、
県
下

で
最
も
新
し
い
単
独
商
業
高
校
だ
。
卒
業

後
に
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
社
会

を
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
心
構
え
や
ス

キ
ル
を
育
む
よ
う
、
力
を
入
れ
て
き
た
。

佐
藤
裕ひ

ろ

子こ

校
長
は
、「
商
業
教
育
は
、『
人

づ
く
り
の
教
育
』
だ
」
と
語
る
。

　「
商
業
教
育
は
社
会
に
直
結
し
た
教
育

で
す
。
本
校
で
は
、
挨
拶
の
習
慣
や
礼
儀

作
法
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
自
己
の
あ
り
方
や
生
き
方
を
問

い
か
け
、
考
え
さ
せ
る
指
導
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
」

　
近
年
、
同
校
の
生
徒
の
進
路
は
多
様
化

し
て
お
り
、
90
年
度
は
就
職
90
％
、
４
年

制
大
学
進
学
１
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
19

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
64
％
、
16
％
と
大
き

く
状
況
が
変
わ
っ
た
。
以
前
は
、
入
学
時

か
ら
高
校
卒
業
後
に
就
職
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
生
徒
が
大
半
だ
っ
た
が
、
今

で
は
、
進
学
と
就
職
の
ど
ち
ら
に
す
る
か

迷
っ
て
同
校
を
選
ぶ
生
徒
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
進
路
指
導
も

様
変
わ
り
し
た
。
以
前
は
、
安
定
し
た
企

業
か
ら
内
定
を
得
る
た
め
の
指
導
が
主
流

だ
っ
た
が
、
近
年
は
、
自
身
の
適
性
、
自

分
が
望
む
人
生
の
あ
り
方
や
生
き
方
を

じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
な
が
ら
、
社
会
で
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
、
最

終
的
に
自
分
に
合
っ
た
進
路
を
実
現
さ
せ

る
指
導
に
力
を
注
ぐ
。
小
川
浩こ

う

司じ

教
頭
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
進
学
、
就
職
に
か
か
わ
ら
ず
土
台
と

な
る
基
礎
学
力
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省

が
定
義
し
た
『
社
会
人
基
礎
力
』
を
高
め

る
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。同
時
に
、

生
徒
に
自
身
の
特
性
や
強
み
を
発
見
・
再

確
認
さ
せ
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ

け
て
、
卒
業
後
も
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

  「
社
会
人
基
礎
力
」や
文
部
科
学
省
の「
基

礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
を
基
に
整
理
し
た

14
項
目
に
つ
い
て
、
各
学
年
で
年
２
回
、

自
己
評
価
さ
せ
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
16

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
（
図
１
）。

　「
１
年
生
は
希
望
を
抱
い
て
入
学
す
る

た
め
、全
体
的
に
数
値
が
高
い
の
で
す
が
、

２
年
生
は
高
校
生
活
の
中
で
課
題
に
直
面

し
て
低
評
価
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
期

間
に
は
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
指
導
や

働
き
か
け
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
す
る

と
、
３
年
次
に
は
、
高
い
自
己
評
価
を
つ

け
、
卒
業
し
て
い
く
生
徒
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
」（
小
川
教
頭
）

　
同
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
て
か
ら
、
教
師

は
生
徒
の
実
態
を
よ
り
的
確
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
学
年
担
任
の
戸
田

和わ

佳か

代よ

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
教
師
が
感
じ
て
い
た
生
徒
の
強
み
や

社
会
で
必
要
な
力
を
育
む
中
で

自
分
の
強
み
に
気
づ
か
せ
る

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
し
た

課
題
を
基
に
、
指
導
を
検
討

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

多
様
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、自
信
を
持
た
せ
、

自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校
は
、
社
会
の
変
化
や
生
徒
の
進
路
の
多
様
化
に
伴
い
、
近
年
、
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
中
で
、
個
々
の
よ
さ
を
発
揮
さ
せ
て
自
信
を
つ
け
、
長
所
を
伸
ば
す
指
導
を
重
視
す
る
こ
と
で
、

卒
業
後
に
自
分
ら
し
く
、
社
会
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
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課
題
が
目
に
見
え
る
数
字
で
表
れ
た
こ
と

で
、
課
題
を
克
服
し
た
り
、
強
み
を
さ
ら

に
伸
ば
し
た
り
す
る
取
り
組
み
を
検
討
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
19
年
度
の
１
年
生
は
、
入
学
当
初
、「
課

題
対
応
能
力
」
の
低
さ
が
課
題
だ
っ
た
た

め
、
学
年
団
で
検
討
し
た
結
果
、
夏
季
休

業
中
に
「
テ
ー
マ
別
探
究
」
に
取
り
組
ま

せ
る
こ
と
に
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
恩
恵
や
危

険
、
Ａ
Ｉ
が
人
生
に
与
え
る
影
響
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
躍
進
の
理
由
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
問
題
、
世
界
の

難
民
問
題
な
ど
、
教
師
が
設
定
し
た
20
の

テ
ー
マ
の
中
か
ら
、「
自
分
に
足
り
な
い

こ
と
」「
自
分
に
さ
ら
に
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
」
な
ど
の
観
点
で
１
つ
を
選
ん
だ
上

で
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
籍
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
分
か
っ
た
こ
と

や
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
た
。

　「
一
見
す
る
と
、
う
ま
く
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
あ
た
り
障
り
の
な
い
内

容
が
多
く
、
意
見
や
感
想
に
自
分
ら
し
さ

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
課
題
と
感
じ
ま
し

た
。
各
自
の
ま
と
め
は
教
室
に
掲
示
し
、

ほ
か
の
生
徒
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
課
題
に
気
づ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
」（
戸
田
先
生
）

　
自
分
ら
し
い
考
え
を
生
み
出
し
、
そ
れ

を
表
現
す
る
力
を
高
め
る
た
め
に
、
２
学

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。

１
学
年
主
任

中
村
普
章
　

な
か
む
ら
・
ひ
ろ
の
り

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事

新
美
廣
勝
　

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
商
業
科
。

教
頭小川

浩
司
　

お
が
わ
・
こ
う
じ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

校
長佐藤

裕
子
　

さ
と
う
・
ひ
ろ
こ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

１
学
年
担
任

戸
田
和
佳
代
　

と
だ
・
わ
か
よ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
商
業
科
。

進
路
指
導
部

友
澤
恒
平
　

と
も
ざ
わ
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
情
報
科
。

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
校
訓「
聡
・
慈
・
健
」の
下
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考

え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
高
め
、
社
会

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
。
地
域
貢
献
活
動
に
積

極
的
で
、
生
徒
が
「
課
題
研
究
」
で
考
案
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
、「
東
海
市
ま
ち
づ
く
り
応
援
大
使
」

と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科

／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
青
森
公
立
大
、
北
九
州
市
立
大
に
２
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
愛
知
学
院
大
、
愛
知
大
、

南
山
大
な
ど
に
43
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校

進
学
56
人
。
就
職
１
８
２
人
。

◎U
RL

　https://tokai-ch.aichi-c.ed.jp/

特集Featured

＊学校資料を基に編集部で作成。

2017年度入学生の生徒アンケート結果（３年間推移）図１

同校では、経済産業省の「社会人基礎力」や文部科学省の「基礎的・汎用的能力」を踏まえて、育成を目指す資質・
能力を設定し、全学年の生徒にその獲得状況を自己評価させるアンケート調査を実施している。過去数年間の調査結
果から、周囲の人との関係を大切にしながら物事に取り組む力は高いが、指示されずに行動する力や、苦手なことに
進んで取り組む力が弱いことが分かってきた。そうした生徒把握が、同校の３年間の指導の裏づけになっている。

職業観 
勤労観 Ｑ1 働くことに対して不安や緊張感はなく、 

社会に出ることを楽しみにしている

人間関係形成
社会形成能力

Ｑ2 相手の考えや意見を聴き、 
理解しようとしている

Ｑ3 自分の考えや気持ちを整理して伝えよ
うとしている

Ｑ4 周囲の人と力を合わせて
行動しようとしている

自己理解
自己管理能力

Ｑ5 指示されたことだけでなく、 
自分で考えて行動できる

Ｑ6 自分の興味や関心、長所や短所など
について自分で分かっている

Ｑ7 自分の感情に流されずに、規則を守り、 
何事も取り組むようにしている

課題対応
能力

Ｑ8 苦手なことでも、自分の成長のために
進んで取り組むようにしている

Ｑ9 調べたいことがある時、自ら進んで
資料や情報を集めるようにしている

Ｑ10 解決する問題や課題があった時、 
原因を考え、解決方法を工夫している

Ｑ11 計画的に物事を進めたり、 
改善を加えて実行したりしている

キャリア
プランニング

能力

Ｑ12 学ぶことや働くことの意味について 
理解するようにしている

Ｑ13 学校での勉強と自分の将来をつなげて 
考えるようにしている

Ｑ14 自分の将来について目標を立て、 
その実現のための方法を考えている

■2017年度入学生　学年推移
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期
以
降
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
発
表
す

る
機
会
を
多
く
設
定
し
た
。
さ
ら
に
、
２

年
次
の
夏
季
休
業
中
な
ど
に
も
同
様
の
探

究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
考
え
だ
。

　
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
己
評
価
結
果

は
、
学
年
共
通
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
教
科
学
習
や
特
別
活
動
な
ど
に
お
け

る
教
師
の
指
導
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
１
学
年
主
任
の
中
村
普ひ

ろ

章の
り

先
生

は
、
生
徒
の
主
体
性
に
課
題
が
見
ら
れ
た

た
め
、
部
活
動
の
指
導
を
見
直
し
た
。

　「
生
徒
自
身
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

さ
せ
た
り
、
試
合
後
の
振
り
返
り
で
課
題

を
見
つ
け
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
活
動
の
質
を
高
め
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
取
り
入
れ
ま
し
た
」

　
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
生
き

方
を
考
え
る
機
会
と
な
る
の
が
、
２
年
次

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
。

　「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
や
気

づ
き
は
、
ク
ラ
ス
内
で
発
表
し
ま
す
。
発

表
で
は
、『
こ
ん
な
勉
強
を
し
た
い
』『
日

常
生
活
で
も
頑
張
り
た
い
』
と
い
っ
た
前

向
き
な
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
、
そ
う
し
た

生
徒
の
姿
か
ら
ほ
か
の
生
徒
が
刺
激
を
受

と
、
生
徒
自
身
で
考
え
る
こ
と
を
促
す
。

　「
多
く
の
生
徒
が
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
中
で
、自
分
の
強
み
を
自
覚
す

る
だ
け
で
は
な
く
、知
識
や
ス
キ
ル
の
不

足
に
気
づ
き
、『
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
』と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　
３
年
次
の
１
年
間
を
通
し
て
全
生
徒
が

取
り
組
む
「
課
題
研
究
」
も
、
生
徒
が
グ

ル
ー
プ
で
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
む
体

験
的
な
学
び
だ
。「
観
光
と
地
域
資
源
活

用
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座
」「
商
品
開
発

と
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な

ど
、
19
講
座
が
開
設
さ
れ
、
地
域
社
会
と

密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
活
動
を
進
め

る
。
最
終
的
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
選
抜
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
は
、
行
政
や
企
業
の
関
係
者
な
ど

を
招
い
た
場
で
成
果
を
発
表
す
る
。

　「『
課
題
研
究
』
は
『
人
づ
く
り
の
教
育
』

の
集
大
成
と
言
え
ま
す
。
大
き
な
課
題
に

取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
過
程

で
、
生
徒
は
教
師
の
想
定
を
超
え
る
成
長

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
多
様
な
活
動
に
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い

る
同
校
だ
が
、
自
分
ら
し
く
、
主
体
的
に

活
動
す
る
た
め
に
は
、
自
尊
心
や
自
信
が

欠
か
せ
な
い
。
だ
が
、
進
路
指
導
主
事
の

新に
い

美み

廣ひ
ろ

勝か
つ

先
生
は
、
入
学
時
に
自
分
に
自

信
を
持
て
て
い
な
い
生
徒
が
少
な
く
な
い

と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　「
本
校
は
、
中
学
校
時
代
の
成
績
が
中

間
層
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
丁
寧
に
見
つ
け
て

褒
め
て
い
け
ば
、
生
徒
は
自
信
を
持
ち
、

学
校
も
好
き
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
年
を
問
わ
ず
、生
徒
の
長
所
を
見
つ
け
、

発
揮
さ
せ
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
学
年
ご
と
に
室
長
の
生
徒
が

集
ま
る
「
室
長
会
議
」
を
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
室
長
が
自
分
の
ク
ラ
ス
の
近
況
報

告
を
す
る
際
に
、
よ
い
と
こ
ろ
を
中
心
に

語
る
と
い
う
こ
と
だ
。そ
う
し
た
配
慮
は
、

担
任
が
生
徒
に
係
や
委
員
会
な
ど
の
役
割

を
持
た
せ
る
際
に
も
見
ら
れ
る
。

　「
カ
メ
ラ
が
趣
味
の
生
徒
に
ク
ラ
ス
の

記
録
係
を
任
せ
た
と
こ
ろ
、
年
間
を
通
し

て
主
体
的
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
生
徒
に
ク
ラ
ス

旗
の
制
作
を
担
当
し
て
も
ら
う
な
ど
、
生

徒
の
得
意
分
野
を
生
か
せ
る
役
割
を
与
え

て
、
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　
簿
記
や
情
報
処
理
検
定
な
ど
の
資
格
・

け
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
」（
戸
田
先
生
）

　
社
会
で
自
分
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
す
る

の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
と
な
る
の
が
、

３
年
次
の
「
総
合
実
践
」
だ
。
生
徒
は
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
製
造
、
小
売
、
卸
売

な
ど
の
模
擬
株
式
会
社
を
設
立
し
、
１
年

間
を
通
し
て
会
社
経
営
を
行
い
、
最
後
に

決
算
書
を
作
成
す
る
（
写
真
）。
簿
記
を

始
め
と
し
た
商
業
科
目
の
広
範
な
知
識
が

必
要
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
す

る
べ
き
こ
と
を
考
え
た
上
で
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
り
、
他
社
と
交
渉
し
た
り
、

自
社
の
問
題
を
解
決
し
た
り
と
、
ま
さ
に

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

様
々
な
力
が
磨
か
れ
て
い
く
。
活
動
が
停

滞
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
、
教

師
が「
次
に
何
を
し
た
ら
よ
い
と
思
う
？
」

写真　教室に模擬的な市場をつくり、実践的・体験的
学習を通じて、経営活動を主体的・合理的に行う能力
と態度を育成する。

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に

生
徒
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
発
揮
さ
せ
る

模
擬
会
社
を
運
営
す
る
活
動
で

社
会
で
活
躍
す
る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
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検
定
試
験
対
策
の
学
習
を
通
じ
た
成
長
も

生
徒
の
自
信
に
な
っ
て
い
る
。

　「
合
格
を
勝
ち
得
る
成
功
体
験
は
、
そ

の
後
の
学
び
の
大
き
な
動
機
づ
け
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、結
果
以
上
に
大
切
な
の
が
、

自
分
で
計
画
を
立
て
て
学
ん
だ
り
、
失
敗

か
ら
再
起
し
た
り
と
い
っ
た
経
験
で
す
。

そ
こ
で
生
徒
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
成
長

を
見
せ
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　
同
じ
資
格
取
得
や
検
定
合
格
を
目
指
す

生
徒
は
グ
ル
ー
プ
で
学
習
に
取
り
組
み
、

励
ま
し
合
う
中
で
一
体
感
が
高
ま
り
、
協

働
し
て
１
つ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
く

力
も
身
に
つ
け
て
い
く
。

　
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
な
が
ら
自

身
の
強
み
を
メ
タ
認
知
さ
せ
る
３
年
間
の

指
導
が
、
進
路
実
現
の
素
地
と
な
る
。
同

校
の
進
路
指
導
は
、「
進
路
一
斉
指
導
」「
進

路
個
別
面
談
」「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の

３
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２
年
生
10

月
、
お
よ
び
３
年
生
４
月
に
そ
れ
ら
を
実

施
し
、
３
年
生
５
月
以
降
の
面
接
指
導
に

つ
な
げ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
最
適
な
進
路

実
現
を
図
る
（
図
２
）。

　
進
路
一
斉
指
導
で
は
、　
そ
れ
ま
で
の

希
望
は
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
す
よ

う
に
生
徒
に
伝
え
、
多
様
な
進
路

先
を
提
示
し
た
上
で
、
進
路
先
が

求
め
る
人
材
像
、
高
卒
就
職
と
大

学
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
、
生
徒
と
保
護
者
に
共
通

の
情
報
を
提
供
し
て
「
目
線
合
わ

せ
」
を
行
う
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
進
路
個
別
面
談
で
は
、
で
き

る
だ
け
進
路
可
能
性
を
広
げ
る
方

向
で
、
生
徒
の
話
を
聞
く
。
そ
し

て
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
進

学
・
就
職
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

外
部
講
師
の
話
を
聞
く
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
希
望
進
路
の
理
解
を

深
め
さ
せ
る
。

　「
３
本
柱
の
サ
イ
ク
ル
を
２
度

回
す
中
で
、
生
徒
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
、『
ど
う
生
き
て
い
き
た

い
の
か
』
と
い
っ
た
人
生
観
を
語

ら
せ
、
具
体
的
な
進
路
に
結
び
つ

け
て
い
き
ま
す
」（
新
美
先
生
）

　
生
徒
個
々
の
多
様
な
資
質
・
能
力
を
見

取
る
多
面
的
な
評
価
の
結
果
を
、
個
別
に

カ
ル
テ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
始

ま
っ
て
い
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
外
部
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
活
用
を
考
え
て
い
る
と
、
進
路
指

導
部
の
友と

も
ざ
わ澤
恒
平
先
生
は
構
想
を
語
る
。

　「
公
開
す
る
情
報
を
生
徒
用
と
教
師
用

と
に
分
け
た
上
で
、
双
方
が
い
つ
で
も
見

ら
れ
る
状
態
に
し
ま
す
。
多
角
的
な
デ
ー

タ
や
情
報
を
一
覧
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
自
分
を
客
観
視
し
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
す
べ
て
の
教
師
が
同
じ
情
報
を
共
有

し
た
上
で
１
人
の
生
徒
を
指
導
で
き
る
利

点
も
あ
り
ま
す
。20
年
度
の
３
年
生
か
ら
、

実
際
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
カ
ル
テ
作
成

に
取
り
組
む
予
定
で
す
」

　
生
徒
の
今
後
の
人
生
を
見
据
え
た
時
、

多
く
の
教
師
が
感
じ
て
い
る
の
が
、
失
敗

経
験
の
必
要
性
だ
。
戸
田
先
生
は
日
直
日

誌
に
、「
幸
せ
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
生
徒
全
員
に
記
述
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　「
生
徒
の
８
割
は
『
今
が
十
分
に
幸
せ
』

と
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
よ
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
挑

戦
し
続
け
、
苦
労
や
失
敗
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
幸
せ
の
輪
郭
が
も
っ
と
は
っ
き
り

し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
戸

田
先
生
）

　
本
来
、
学
校
は
失
敗
が
許
さ
れ
る
場
所

で
あ
る
は
ず
だ
。
自
尊
心
や
自
信
を
持
っ

た
生
徒
が
自
分
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
積

極
的
に
挑
戦
し
て
価
値
あ
る
失
敗
を
経
験

で
き
る
よ
う
な
指
導
体
制
を
構
築
し
た
い

と
、
同
校
の
教
師
は
考
え
る
。
　

　「
こ
こ
数
年
、
教
師
自
身
が
指
導
改
善

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
姿
勢
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
、
生
徒
た
ち
も
少
し
ず
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
勢
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
教
師
や
学
校
が
挑
戦
し
続
け
る
こ

と
で
、
生
徒
に
失
敗
す
る
勇
気
を
与
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
小
川
教
頭
）

＊学校資料を基に編集部で作成。

２年生秋からの進路指導の流れ図２

①進路一斉指導
進路のマッチングの考え方
について、全生徒・保護者
と共通理解を図る

②進路個別面談
生徒個々に進路可能性を広
げる、もしくは本気度を迫
る面談で、進路のマッチン
グを図る

③進路ガイダンス
進学希望者には分野別に、就職希望者
には複数の大手企業等の人事担当者との
ガイダンスを行う。3年次は、その後の
面接指導で希望進路の理解を深める

２年生１０月 ３年生４月 ３年生５月以降

③
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

②
進
路
個
別
面
談

①
進
路
一
斉
指
導

③
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

②
進
路
個
別
面
談

①
進
路
一
斉
指
導

面
接
指
導
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生
徒
が
自
分
を
客
観
視
す
る
た
め
に

多
面
的
な
評
価
を
カ
ル
テ
化
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